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論 文 内 容 の 要 旨 
【目的】強度近視性斜視における眼球脱臼を整復する手術を開発すること 
【対象】2000～2006 年に大阪市立総合医療センターにおいて、強度近視性斜視を有する患者群 21 例
36 眼および対照群として健康なボランティア 27 例 27 眼を調べた。 





例 23 眼に上直筋と外直筋の筋腹を筋付着部より 15mm 後方で縫着する手術を行った。上外直筋の縫着
















強度近視性斜視を有する 21 例 36 眼を患者群とし、健康なボランティア 27 例 27 眼を対照群とし




筋と外直筋の筋腹を筋付着部より 15mm 後方で互いに縫着するもので、手術に同意した患者 14 例
23 眼におこなった。なお、直筋の縫着のみで他動的眼球運動範囲の改善が不十分であった 10 例には
内直筋後転術を加えた。 
 結果、脱臼角は対照群(102.9±6.8%)に比べて患者群（179.9±30.8°）で有意に大きかった
(P<0.001)。術前後では、脱臼角は 184.0±31.5%から 100.1±21.7°と有意に減少し（P<0.001）、術
前に筋円錐から耳上側へと脱臼していた眼球後部は、筋円錐内に整復されていた。術前後の眼球運動
範囲は、最大上転角が-10.8±30.6°から38.5±15.7°、最大外転角が-14.0±42.1°から46.3±22.1°
へとそれぞれ有意に改善し(P<0.001)、眼位は 58.8±36.0°から 0.7±9.0°へと有意に改善(P<0.001)
した。 
 以上より、強度近視性斜視において、今回行った上外直筋縫着術は、筋円錐から脱臼した眼球を整
復し、眼球運動および眼位を改善することができる有用な治療法であった。 
 本研究成果は、強度近視性斜視の治療に関して、新知見を与えるものであり、本論文は博士（医学）
の学位を授与するに値するものと判定された。 
